












 
研究要旨 
 近年の技術進歩により、起電力の強い小型電池が汎用されるようになり、乳幼児の誤飲

事故が増加している。誤飲後、電池が食道狭窄部に停留した場合、小型電池の停留時間や

停留部位によっては、数時間に重症化し、死亡例も報告されていることから、乳幼児によ

る小型電池の誤飲事故は社会的問題になっている。我々は、麻酔下のウサギの食道に人工

的に小型電池を停留し実験的に食道潰瘍を作成し、この障害モデルを用いて、小型電池起

電力の違いや停留時間による食道潰瘍の病態やその合併症の進行具合など、より詳細な病

態生理について検討を行ってきた。平成 10 年度の研究結果から、乾電池誤飲早期（約 4 時

間）より組織障害が発生し、停留電池陰極側からのアルカリの産生が合併症の主な原因で

あることを明らかにし、電池による食道異物除去後の経過観察の重要性と初期治療の必要

性を示唆した。この結果を踏まえ、平成 11 年度は、臨床症例の検討を含め、合併症の病態

生理について研究考察を行った。 


